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1-1．高齢者人口の将来予測（１）～高齢者人口～
(単位：千人）

2000 2030 2050 2000 2030 2050 2000 2030 2050 2000 2030 2050

全国 22,036 34,770 35,863 9,010 20,972 21,616 4,854 14,180 13,971 2,236 7,388 8,121

北海道ブロック 1,035 1,621 1,543 415 1,002 942 219 670 631 97 353 391

東北ブロック 2,524 3,378 3,197 1,045 2,031 1,878 548 1,317 1,247 244 687 762

関東ブロック 6,199 11,415 12,484 2,433 6,766 7,572 1,300 4,606 4,836 590 2,387 2,699

　東京圏 4,818 9,204 10,248 1,849 5,436 6,232 988 3,735 3,973 449 1,948 2,196

中部ブロック 2,899 4,638 4,819 1,181 2,779 2,938 636 1,893 1,876 292 983 1,073

　名古屋圏 1,758 2,964 3,158 696 1,763 1,913 374 1,203 1,209 171 618 682

北陸ブロック 623 859 841 272 532 515 151 366 331 70 188 198

近畿ブロック 3,401 5,531 5,853 1,349 3,357 3,518 730 2,318 2,237 340 1,202 1,268

　関西圏 2,959 4,866 5,153 1,163 2,960 3,107 629 2,051 1,974 294 1,066 1,114

中国ブロック 1,590 2,103 2,034 697 1,317 1,230 386 906 800 185 479 484

四国ブロック 907 1,148 1,062 394 717 644 215 487 423 102 253 261

九州ブロック 2,674 3,719 3,613 1,146 2,267 2,132 622 1,493 1,423 292 786 882

沖縄ブロック 184 359 415 78 203 246 46 125 165 24 69 103

三大都市圏 9,535 17,034 18,558 3,708 10,159 11,252 1,991 6,989 7,157 914 3,632 3,993

地方圏 12,501 17,736 17,304 5,301 10,813 10,364 2,863 7,191 6,814 1,322 3,756 4,128

(単位：千人）

2000 2030 2050 2000 2030 2050 2000 2030 2050 2000 2030 2050

全国 13,026 13,798 14,246 4,156 6,791 7,646 2,618 6,792 5,850 2,236 7,388 8,121

北海道ブロック 620 619 601 196 332 311 121 317 240 97 353 391

東北ブロック 1,480 1,347 1,319 496 714 631 304 630 485 244 687 762

関東ブロック 3,766 4,649 4,912 1,133 2,160 2,736 710 2,218 2,138 590 2,387 2,699

　東京圏 2,968 3,768 4,016 861 1,701 2,259 538 1,787 1,777 449 1,948 2,196

中部ブロック 1,718 1,859 1,881 545 886 1,062 344 910 803 292 983 1,073

　名古屋圏 1,062 1,201 1,245 322 560 704 204 585 527 171 618 682

北陸ブロック 350 326 327 121 166 183 81 178 133 70 188 198

近畿ブロック 2,052 2,174 2,335 619 1,039 1,281 390 1,116 970 340 1,202 1,268

　関西圏 1,796 1,906 2,046 534 909 1,133 335 985 860 294 1,066 1,114

中国ブロック 893 785 805 310 411 430 202 427 316 185 479 484

四国ブロック 513 430 418 179 230 221 113 234 162 102 253 261

九州ブロック 1,528 1,453 1,481 524 774 709 330 706 541 292 786 882

沖縄ブロック 106 157 169 32 78 81 22 56 62 24 69 103

三大都市圏 5,827 6,875 7,306 1,717 3,170 4,095 1,077 3,357 3,164 914 3,632 3,993

地方圏 7,200 6,924 6,940 2,439 3,621 3,551 1,541 3,435 2,685 1,322 3,756 4,128

65歳～75歳人口 80歳～85歳人口

65歳以上人口

85歳以上人口

85歳以上人口75歳以上人口 80歳以上人口

75歳～80歳人口

（出典）総務省「国勢調査報告」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成14年1月推計）」をもとに、国土交通省国土計画局推計。移動率は

過去の趨勢に沿って減少していくと仮定した。 １
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1-2. 都道府県別高齢者就業率

高齢者就業率が高いところでは、１人当たり老人医療費が低い傾向にある。

都道府県 高齢者就業率（％） 順位 都道府県 高齢者就業率（％） 順位 都道府県 高齢者就業率（％） 順位

北　海　道 18.8 〔43〕 石　川　県 22.3 〔28〕 岡　山　県 23.7 〔16〕

青　森　県 23.9 〔13〕 福　井　県 26.4 〔7〕 広　島　県 23.1 〔23〕

岩　手　県 28.0 〔4〕 山　梨　県 28.9 〔3〕 山　口　県 23.9 〔13〕

宮　城　県 20.0 〔38〕 長　野　県 31.7 〔1〕 徳　島　県 22.4 〔27〕

秋　田　県 20.6 〔37〕 岐　阜　県 24.4 〔11〕 香　川　県 24.6 〔9〕

山　形　県 23.6 〔19〕 静　岡　県 26.5 〔6〕 愛　媛　県 22.0 〔29〕

福　島　県 23.4 〔20〕 愛　知　県 23.9 〔13〕 高　知　県 23.2 〔22〕

茨　城　県 23.7 〔16〕 三　重　県 21.2 〔35〕 福　岡　県 17.1 〔46〕

栃　木　県 24.7 〔8〕 滋　賀　県 21.5 〔34〕 佐　賀　県 23.7 〔16〕

群　馬　県 24.6 〔9〕 京　都　府 23.1 〔23〕 長　崎　県 18.7 〔44〕

埼　玉　県 21.7 〔31〕 大　阪　府 18.5 〔45〕 熊　本　県 20.0 〔38〕

千　葉　県 20.8 〔36〕 兵　庫　県 19.0 〔42〕 大　分　県 21.9 〔30〕

東　京　都 24.4 〔11〕 奈　良　県 19.6 〔40〕 宮　崎　県 21.7 〔31〕

神奈川県 19.3 〔41〕 和歌山県 22.9 〔25〕 鹿児島県 21.7 〔31〕

新　潟　県 22.7 〔26〕 鳥　取　県 29.0 〔2〕 沖　縄　県 16.6 〔47〕

富　山　県 23.3 〔21〕 島　根　県 27.2 〔5〕 全　　 国 22.2 〔43〕
（出典）総務省「国勢調査」（2000年）をもとに国土交通省国土計画局作成。

＜参考＞１人当たり老人医療費（平成15年度）

最高 ：福岡県 92万2,667円、 最低 ：長野県 61万2,042円、 全国平均 ：75万2,721円

（出典）厚生労働省「医療制度構造改革試案に関する資料」（平成17年10月）
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加入会員数 加入会員数 加入会員数

　　 （男性） 　　 （女性） 　　 （合計）

平成元年 681 425 138,429 64,828 204,770

２年 797 495 151,745 73,701 226,257

３年 901 574 166,349 83,260 249,836

４年 1,011 640 184,099 95,933 280,239

５年 1,100 660 201,870 105,686 307,773

６年 1,213 680 219,234 115,112 334,590

７年 1,343 699 238,207 125,186 363,676

８年 1,598 932 275,731 147,402 423,133

９年 1,806 1,124 310,166 166,723 476,889

１０年 1,964 1,328 352,418 186,524 538,942

１１年 2,163 1,445 390,361 203,602 593,963

１２年 2,435 1,577 422,537 219,729 642,266

１３年 2,577 1,688 450,153 231,488 681,641

１４年 2,740 1,790 484,241 245,197 729,438

１５年 2,916 1,866 507,171 255,118 762,289

団体数年度 契約金（億円）

シルバー人材センターから高齢者への仕事の提供量の推移をみると、平成元年の681億円から平
成15年の2,916億円へと4．3倍に増加している。

（出典) 社団法人 全国シルバー人材センター事業協会ＨＰ
（注）シルバー人材センター：高齢者が組織的に働くことを通じて、追加的収入を得るとともに、健康を保持し、生きがいを持ち、地域社会に貢献するという「自主・自立、共
働・共助」の理念を基本し、臨時的かつ短期的な雇用による就業を希望する地域高齢者のために、無料の職業紹介を行っている公益法人。

管理：公民館管理 駐車場管理など

折衝外交：広報等の配布 検針・集金など
技術：補習教室講師 翻訳・通訳 家庭教師 経理事務 パソコンなど
技能：植木手入れ ふすま張り 大工仕事 ペンキ塗り 和洋裁など
事務：文書管理事務 毛筆筆耕 宛名書き 受付事務など
一般作業：公園清掃 樹木消毒 除草・草刈り 包装など
サービス：家事援助 子育て支援 介護サービス 観光ガイドなど

1-3. シルバー人材センターを通じた仕事の提供状況

４
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（出典）厚生労働省「人口動態統計」をもとに国土交通省国土計画局作成。
(注)ここでは、同居期間30年以上の離婚としている。

②熟年離婚件数の推移

1-4. 増加する一人暮らしの高齢者

（出典）国立社会保障・人口問題研究所ＨＰ。
（注）生涯未婚率とは、50歳時点で一度も結婚したことのない人の割合。

①生涯未婚率の推移

生涯未婚率が上昇しており、熟年離婚件数も2000年以降高水準で推移していること等を背景に、

この先、高齢単身世帯数が増加することが予測される。

③高齢単身世帯の推移

65歳以上 75歳以上

2.0倍

3.0倍

65歳以上

2.8倍女性

4.0倍男性

75歳以上

2000年を基準とした2025年の高齢単身世帯数

５
（出典）国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（平成
15年10月推計）をもとに国土交通省国土計画局作成。



（出典）厚生労働省「医療制度構造改革試案に関する資料」（平成17年10月）

1-5.  医療機関における死亡割合の推移

医療機関において死亡する者の割合は年々増加しており、昭和51 （1976）年に自宅で死亡する

者の割合を上回り、更に近年では８割を超える水準となっている。

６

81.7%

13.0%



1-6. 人生の最期を迎える場所

「万一、治る見込みがない病気になった場合、最期は何処で迎えたいか」についてみると、「自宅」
の割合が最も高く、５割を占める。世帯構成別で見ると、「自宅」は三世代世帯で高く（61.5％）、単
身世帯で低い（28.5％）割合となっている。

（出典）内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」（平成14年度）をもとに国土交通省国土計画局作成。
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1-7. お墓に対する考え方

「夫婦は同じお墓に入るべきである」、「先祖伝来のお墓は大切に守り、子どもに伝えるべきであ
る」といった考え方に賛成する人の割合は、それぞれ72％、76％となっているが、年齢が低くなる

ほどその割合が低下する傾向がみられ、年齢のよって墓に対する考え方に差異がみられる。

（出典）内閣府「国民生活白書」（2001年）
（注）１．内閣府「国民生活選好度調査」（2001年）による。

２．「あなたは、お墓に関する次の考えについて、どのように思いますか。あなたのお考えに近いものをお答えください」という問に対する回答者の割合。
３．「夫婦は同じお墓に入るべき」は、「夫婦は同じお墓に入るべきである」という考え方に対して「全くそう思う（賛成）」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割

合の合計。「お墓を守り子どもに伝えるべき」は、「先祖伝来のお墓は大切に守り、子どもに伝えるべきである」という考え方に対して「全くそう思う（賛成）」、「どちら
かといえばそう思う」と回答した人の割合の合計。「散骨という葬法が普及してもよい」は、「散骨（河川、海、山林等に骨を散布する）という葬法が広く普及していっ
てもよい」という考え方に対して「全くそう思う（賛成）」、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合の合計。
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（出典）総務省「全国消費実態調査」より

1-8. 世帯主の年齢階級別所得格差

64歳以下の各年齢階級ではおおむね同程度の格差で推移しているが、65歳以上の各年齢階級

では、バブル景気の平成元年を除くと格差は縮小傾向にある。

世帯主の年齢階級別年間収入のジニ係数の推移
（二人以上の一般世帯）
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1-9.  所得格差の各国比較

日本は、スウェーデン、ベルギーなどより所得格差大きいものの、アメリカ、カナダなどより所得格
差が小さい。我が国のジニ係数の上昇が続いているのは、高齢化の影響が大きい。

（出典）「全国消費実態調査」（総務省統計局）

10

（注）ジニ係数の定義

（出典）「富山大学経済学部 中村和之教授作成資料」

※０に近いほど平等、
１に近いほど格差が
ある。
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2-1. 結婚に関する項目に対して抵抗感のある人の割合

（％）

夫婦別姓

婿養子

姉さん女房

結婚相談所の利用

お見合い結婚

親が反対する人
との結婚

できちゃった婚

シングルマザー

一生独身で通す

夫婦共働き

（出典）野村総合研究所「生活者１万人アンケート調査」（2003年）

（注）「抵抗がある」と「やや抵抗がある」の合計。

男性女性

一生独身で通すことには、男性と比較して、女性の方が抵抗感のある人の割合が少ない。
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②女性の予定のライフコース ④理想・予定のライフコースの一致割合
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（出典）国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」（2002年）をもとに国土交通省国土計画局作成。
（備考）対象は18～34歳未婚者。

専業主婦：結婚し子どもを持ち、結婚あるいは出産の機会に退職し、その後は仕事を持たない。 再就職：結婚し子どもを持つが、結婚あるいは出産の機会にいっ
たん退職し、子育て後に再び仕事を持つ。両立：結婚し子どもを持つが、仕事も一生続ける。 ＤＩＮＫＳ：結婚するが子どもは持たず、仕事を一生続ける。

非婚就業：結婚せず、仕事を一生続ける。

2-2. 未婚女性の予定・理想のライフコース、男性の女性に期待するライフコース
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第11回調査（1997）
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①女性の理想のライフコース

12

女性の理想及び男性が女性に期待するライフコースとしては、「専業主婦」が減少し、「再就職」、
「両立」が増加している。多様なライフスタイルに合った環境の整備が必要となっている。



2-3. 子育ての不安や悩み（子育てを通じたつきあい別）

地域とより親密なつきあいのある人は、子育てへの不安が少ない。

0 10 20 30 40 50 60

1

2

（％）

子どもとの接し方に自信が
ない

自分の子育てについて親族・
近隣の人・職場などまわりの
見る目が気になる

（出典）内閣府「国民生活白書」（2005年）

（注）１．厚生労働省「子育て支援等に関する調査」（2003年）をもとに内閣府が作成。
２．「子育てをする上で、不安に思っていることや悩んでいることはありますか。下記（１）から（５）の項目について、それぞれご自身の感じ方にもっとも近い番号に

１つずつ○をつけてください。」と尋ねた問のうち「（２）子どもとの接し方に自信が持てない」及び「（５）自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわり
の見る目が気になる」に対して、「そう思う」又は「ややそう思う」と回答した人について、地域の中で子どもを通じた付き合いについて尋ねた別の問において、

「子どもを預けられる人がいる」、「子どもをしかったり、注意してくれる人がいる」及び「子連れで一緒に遊びや旅行に出かける人がいる」と回答した人（図中で
は「より親密な付き合いがある」と示している）、又は「園の送り迎え等で挨拶する人がある」、「子ども同士を遊ばせながら立ち話をする人がいる」、「子どもを
連れて家を行き来する人がいる」及び「子育ての悩みを相談できる人がいる」と回答した人（図中では、「通常の付き合いがある」と示している）ごとの割合。

３．選択肢はほかに、「あまりそう思わない」及び「そうは思わない」。
４．回答した人は、全国の未就学児を持つ1,750世帯（父母）。問のうち、「（１）子どもとの時間を十分にとれない」、「（３）子育てについて、配偶者・パートナーと

の意見が合わない」及び「（４）子どもが小さいうちは、仕事や自分のやりたいことが十分にできない」への回答の割合、及び「付き合いがない」への回答の割合
については記載を省略。
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より親密な付き合いがある

通常の付き合いがある
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